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◇会長 

１ 開会（19:00～） 

 

２ あいさつ 

  大塚会長 



 

 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇保育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 議事 

（１）報告事項 

①栃木市認定西方なかよしこども園の１号認定児童に係る利用者負担額 

（保育料）の取扱への意見に対する市の対応方針について 

 

〈説明〉 

  担当課に対し、説明を求める。 

   

保育課が資料に基づき説明。 

 

【説明要旨】 

認定西方なかよしこども園の１号認定児童に係る 

利用者負担額(保育料)の取扱いについて（案） 

 １．現状 

【現在の利用者負担額(保育料)】 

階層区分 

規則で定める 

利用者負担額 

(私立園の保育料) 

西方こども園 

保育料(～H28の 

経過措置) 

第１階層 生活保護世帯等 0 0 

第２階層 市町村民税非課税 1,800 1,800 

第３階層 
市町村民税所得割 

非課税 
3,000 3,000 

第４階層 
市町村民税所得割 

48,600円未満 
8,200 8,200 

第５階層 
市町村民税所得割 

77,200円未満 
11,900 9,000 

第６階層 
市町村民税所得割 

211,300円未満 
16,300 9,000 

第７階層 
市町村民税所得割 

211,300円以上 
20,700 9,000 

  ・新制度開始前の保育料は、所得にかかわらず一律９，０００円 

   ※昭和５４年の西方幼稚園開園時は５，０００円。その後、徐々に引上げ

られ、平成１７年以降９，０００円。 

   ※合併時は、他に公立認定こども園・幼稚園がなかったため、保育料は据

え置き。 

  ・新制度開始にあたって１号認定児童の利用者負担額を定める際には、経過

措置として、平成２８年度までは認定西方なかよしこども園の利用者負担

額の上限を９，０００円とした。 

  ・認定西方なかよしこども園の１号認定児童に係る通園区域については、合

併時、私立幼稚園の反発もあったため、西方地域のみとされ、新制度開始



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇委員 

 

 

◇保育課 

 

 

 

◇委員 

時も引き継がれた。 

【課題】 

  ・私立認定こども園も含めて、利用者負担額(保育料)を定めることとされな

がらも、公立と私立とで利用者負担額(保育料)の水準に大幅な格差が生じ

ている。 

  ・上記の利用者負担額(保育料)の水準の大幅な格差から、１号認定児童の利

用申込み地域を制限せざるを得ず、合併による新市の一体的なまちづくり

に逆行している。 

 

２．基本的な考え方（案） 

 ○私立園との均衡を図るよう、平成２９年度以降、段階的に利用者負担額を引

上げ、平成３１年度以降の入園児から私立園と同額とする。 

 ○年度ごとの引上げ額については、階層ごとに平準化し、毎年ほぼ同額(各階

層の私立園保育料との差額の１／３)ずつ引上げることとする。 

 ○現時点での在園児に係る引上げの有無については、近隣市町村でも対応が分

かれるが、本市においては、保護者の負担感を軽減するため、在園児につい

ては利用者負担額を現行のまま据え置くこととする。 

 ○平成２９年度、３０年度の経過措置中に入園にした児童については、在園中

は利用者負担額の引上げをせず、入園時の利用者負担額のまま据え置くこと

とする。 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

平成２９年 ２月  ・入園説明会（利用者負担額についても併せて説明） 

          ・入園決定 

      ３月  ・利用者負担額決定通知書送付 

 

４．その他 

１号認定児童に係る通園区域については、現在、西方地域に限ることとされ

ているが、利用者負担額が私立園と同額となった時点で、制限を撤廃する方向

で今後検討する。 

 

 委員に対し質問を求める。 

 

  ３人目以降の子どもは保育料が無料になるという制度については引き続き

あるのか。 

 

  あります。その辺は何も変わりません。 

 

４ その他 

（１）委員報告 

     ・舘野委員より、栃木市子ども子育て会議の会議結果報告があった。 



◇会長 

 

 

 

◇事務局 

 

 

 

 

 

◇事務局 

     ・大塚会長より、栃木市斎場再整備検討委員会の会議結果報告があっ 

た。 

 

  （２）事務連絡 

     ・平成２７年度地域予算提案制度『西方城址案内看板整整備事業』の 

     看板の設置が完了した。 

     ・今年度末で地域会議委員の任期が終了する。 

     ・次回地域会議 

       平成２９年１月２６日（木）午後７時～ 西方公民館 

 

５ 閉会（～19:35） 

 

 


